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上下とも歌舞伎「和田合戦女舞鶴」の板額御前を描いた作品です。

怪力で敵の城門をぶち抜く板額御前の姿が描かれています。

               板額御前  美術館

月岡芳年「芳年武者无類阪額女」

江戸時代の歌舞伎・浮世絵など多くの作品で板額御前は男勝りで怪力の醜い女性として描

写されました。歌舞伎などのお話を面白くする為のキャラ作りだったようです。江戸時代の歌舞伎・浮世絵など多くの作品で板額御前は男勝りで怪力の醜い女性とし
て描写されました。歌舞伎などのお話を面白くする為のキャラ作りだったようです。

月岡芳年「芳年武者无類 阪額女」
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上下とも歌舞伎「和田合戦女舞鶴」の板額御前を描いた作品です。

怪力で敵の城門をぶち抜く板額御前の姿が描かれています。

               板額御前  美術館
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江戸時代の歌舞伎・浮世絵など多くの作品で板額御前は男勝りで怪力の醜い女性として描

写されました。歌舞伎などのお話を面白くする為のキャラ作りだったようです。
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4

歌川芳虎「武者鑑」 板額御前とその夫である浅利与一義遠が一緒に紹介されています。

後ろの文章には鳥坂城の戦いから与一が板額を娶る物語が書かれています。

3

↓作者年代共不明 ↑歌川広信「華競錦写絵半が く女」
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